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と抜馴 JiG珊ほの組合せ,5)的化r鵬 野 草焼還鋼と








刺鵬剤単作印 さ耳 る与ヰ?二つに, 煩菜削 こ
CO空を流加Lt成虫の呼吸系統を刺戟 し,呼吸機能
を化逃させることにより托物的攻の効果を執ヂること
であ隼 CO空の癖 はを糊 ?刺戟那 対 雨 後に計
れる柵原仰 Jの27故がある｡人数やその他の温血耽房






用す.Z* tを嘩礼 誓｡VYilis(画 -.)[まバッタ抽 亜
MJaヮ0,･^lzLSグWere_nt'alis･及び M･-femuy-Y.Lbyum､

























G倍であったO基気中た C02を 20乃至 30% 添加 ●
した況釦 と済 ごは初期には通気率が促進するが,その












と∴虫体 内 に 拡散に抜る Cb空●朋 蝶 より多fLitこ位入
し , そ の た 軌 昆虫の血液及び榊荘中枢の椴既が和犬
◆ ●
Lヽ
ヽuj~ぬ 料 率 一節 14枕
･し,呼吸系を刺戟似艶することを判じた｡`以J･.の様な




















ox.ideでは 16mgIL.の朝 一に 100立方 Feetに対し
30pounds､の CO空を添加したも7/Cは,･死亡率は
36%で,寝気Ilの02を0.7%だけ減じたものは50/o4'











































TflR如･L･]Uiの粗州 州が CO'の拭力陀 却つ七位 吐しな
いことを脚 荷し,Pratt,SwairL-皮Fldred(193:I)-は
テ ントサムシの 1和tlyJやOqamia'co'nbgens七対
する 0･2% の胃酸文相Trの汚肘チ.1% と09･8% もの
co主の添加により非常に減少されることを見出し,
co巴の麻酔作月Jに換ると指摘したOその後CO2Jの添












































の 一FCJを命ん だ混合瓦斯をコ､1クゾウ及び T･con/u･:
S･川口 こ川いた が 招性は低化し 括抗的効果を示,した｡
_Ric叫 dsdn 皮 casanges(194】) は同じく容税比で
3:ll･に氾合し･1･EON/usu〝Jを対象車したo:2iI,'C,
5､時閉域蕪で ,I M二IJ･D･とLD950-tは 革thyle_nfl
dichlo!id岩田 犯 の鞄合は大滋,6hli,/亡･,12mg/工.であ
った右;,ccl/と の混合瓦斯の場合は 9mg/L,14mg/I{
セ 不 燃性ほ斡加 したが:そp串性は執って減少した｡
然 し Anrlan-d (lfl4-2)-に尉 tは,･こ'.0組合せは臨 衣
穀 物 の 発 芽 を 詐 し な い .こ とが示された｡ Richar申ozl
(-1943)-ほ 芥 阻 七 3 :/1 Vの 招 準混合で トL-･}ラ ミ･
CilnC･Y lecLzLlart'usp 卵 ,幼 血 成 虫 を恥 ､,25oC,5時
間 煩 累 を L も ｡ そ の 効 果 は 甲 粒 , 況 合何れの場合も同
じ ●C. IJP .95､･乃 至 100.は 50rngIL 以 上であった｡




















･Equitoxic と言 うこと時認 められない｡ Cotton'















′ る-100,0./死亡は 20もCで 1pound当り,約 】500m g
一時RurlであE),Ethylenedie_hlolrideのL.胎 が榊 加 す
･-るにつれて,.そ'q)殺虫力も促進し占｡100及 び 50,0,0'
I_'死亡率に対する治安 ×時帆は 1立当り, 1100 及 び
､490PM壷一時間で示された,その他:CCIJ と Ethylenc
.系誘笥休及び Nitrile系化合物等との 況 合 瓦 才折が 陀 ん
_l言研究されている｡Shepard串Liムdgr?n_(1934) は
､25% の CCliど,Propylenedichloride との 況 合 Ii:
_脚をコクゾウ及び T･,oniLSum に 用 い , 措 抗 的 劾 月王
を得た｡:cotton(I.038)は貯筑 fI-Biの 淋 除 に 2石村 以
- 某及び.Tl.EJui叔瓦斯に CCl4を準 じて 卓 の 点 火 性 を 城 少I
ノ _させた｡Richardson(1943) は ト コ ジ ア ミの W給 に 'zY
拭比で-1:iQ)-GC14と阜crylonitrile とを 況 t:て FinA
l
■ ′















れ 更に T.'onfzLSlt."iの成虫を放ち,これを Acry･





















w itzgebel(1'J46)は貯ま苦虫の弥輝 に群横比 9:'1 の
c c lJ+ TE thylenedibrdmide との況合瓦斯を100O
b'ush els 当 り , 2乃Fi4U.S.gallonsの率で夫rT!試し,
打 続 月王を 亨EIた ｡ 叉 ユ:1 の Acrylonitiile-FICCIlの況
介 冗 JLTTの 試 奴 も ･良 好で あった｡ ●cotton皮Valkden
(lDiG) は 貯 月JIDlに対ナ る 26.7oC L'如 .-m f.･Tt:/･Sで,:r
21 桐 の Nitrilc 化介物のJl(小致妃もtを淡',とし,-A!に
- c cl. とで帥Tiの Nitrilc 化介物 との況剖 勿を li'Jlot
乃弱 26･7~C で.100bushels の小変に対 し,lU･S･
･糾Ilonが 幸三で班茶 した｡供託昆州 こは コクゾウ,一コ'J
ノヒメマ●キム 5,, LaL71eticIJioyyDae.1ナ ガ S/シタイr














及び31/<コシ ･^ンムシ Lo'ioder"'aserr'coi'iに対 I


























は A･ai〝a品ti の解除,tことHCN 軍狐の瓦斯と臭化メ
チル捌 口の温細 :誹と顛 ヒ校を_25od40分療宗で行




刑 と確証性薬剤 との細雨 は非脚こ多'いが教例のみを











印弧に川 いたものより拓性 は退 かに拭少した｡又
Canbcrraの昆虫学報告 (1944_)lは臓 小変築虫の騒




の況介1･t糊を恥 ､効果をき削ヂた｡ その曜宗は 1.OJ立
･ 方 fcct当りIpoundの勢丑で 12時間曝露した.そ






















した｡J実刑的に,与の況合瓦卿 t.lQOO立方 fietに ･
･ 対し2立の緋 咋 8時間接蒸するこや 捉由亡 叉こ





































































































｡-ドリン如 肪船 を試みた｡Dl)T に Ⅹanthone!を -
況分した｡叉 DDT-に朋'Rェ"1･ンを況じたものはJ
JtWで,1J'托布技 も廃 効 が あっ た ?Stc享ner,Summerland
&Fahe.y(1rJJG) も コ.ドリン蛾 のU,'i除 に DDT と
DinitrO-ortl10-CrCSOlとを汀邑介 した粉 剤 や.DDT と
脚受ニコチン及 び M ississil-PibentoniteをhTL介 した .
粉剤を仙川 し,好 枯37王を1'.tた｡M cdler&Chamberlin




後 Medler氏T'homp.S.on_(1州 )は DI)TとSab1-
_dila況含液 の協JJLJ･:川 を;TAT:n)lした｡Turneral
saこnders(･1917) は王粥-p-を佑 t汁 る7-7ノメイガ
･pyra-Jstand't,alt'Sの防除にtDDT とNicotineと
･:の氾合粉ゐ協力作川の可能性を研究した｡その脚 王,






11及び 2/oof-の′BHC及び 0/),oo'BHC+.OJ,% DDT














3% の SAI三●ユ0脚 別 とPropylene.Jautateとの況 ~
分弧は光全にIPj抑 し亨F.1た｡叉 1乃至 写% の ･BHC+
0.25%Rotenone+3% のil己分納はDDT､混合剤よt)
･効果がなく,華 乃至 76% ､の死亡率を示した｡ 何れ し






一理性乃封 ヒ学比が(心蛙することは古くから知 られ てい
､る｡これは戯湾には協力作用と言えないが 少 く とも相
客的 な拝賀を具えている｡lMartin& Tatt6rsEe_1d
(1039)1むNicotineに鉱油, 植物油 を混 用 す るLと効
nの和犬することを認めた.McConムell(1940 -は蛾
の1位 Colco♪7LOramali'voγeZlaの汎 幼 虫 の防 除 に ,
有村捜ニコチンや閏IjZこILチy(10DU.S.gallons当 り一
IIIack Leaf1:)(-)を 4pounds) I.と Summcroilと'･
.の乱 瑞浪とを況合して効刀王を～封デた oi:beling(1.911),
1)eTolcd.o くlM5)等は融 剤 にflJll墜 拭 加す るを分
4U




























準早 良好な縦 を柑た｡･Smi_th く10j5)･は温室のi
t･1･ノ･アザミク.y Thripslobaciや パルLs,ヤアブラ















































含んだ殺虫周 の協力剤 と`して特許を1FJた｡ Haler,
McGTovran,'Goo恥 e､皮sulivahu{J12)は肌.T,f仙 一




添加は fJ5,oiや 樹 纏 示した.除虫菊のKcrosene及










その除虫菊に対する協J;作月は調空さしたム 除 虫 .jTJ'+ ＼
+Ⅹerosen≠+lo序 A占etone_浴液に Scsam in,Iso-
sesamin,Asarinil一,Pinoresinol,D im/ethLylpinor.esinol
tを添加し,24柑臼】後の イ ェ .:<イ の 死 亡 率 を 調 番 した d
これらの胡pT･)Tt泊成分 即 犯 の 死 亡 科 ま 1,00'乃 頁 lR,QQ'.で
あったが,除虫 矧 =Lこ れ ら を 添 加 し た 場 介 は 剛 域 171
狐の死亡率 2iI)23 (Sesam izl 誘 鞘 休 に 肋 .た 場 合 の 出
畔波 )及 び 1.JPlo' (pinbrcsinoト 誘 特 休 の 切 付 ) に 比 し ,
･＼1
ヽ､ ′rlj'舟 料 率
I;如 一に脚 tでいた｡IF如Il'fltJのfq,-))剤として仲川するも､
のは鮎samil桝gr田 -ic･あ.II,･Pinoresinol訪印1本~






(JohnPowe1､全能){等 と銘柄を附し VanDyk会 ●
靴では VanDyk264 と呼ん 即`ち品化している｡又
Asarininは3,4-Mtthilene.dioxyphenyl苑を添加
させたもの?:･川いられている.他方･糊 でt羊ヒ高































L加と捌 けJj耶JfJ主の由井の糾約7'=的 耶兜は 7Tar.tzclI



























･･LlnOmetCr●によ?て,肘 仇 仲川の軸糾 lJ城を洞.jil
L,正常和郎の封王れの約 1/･-なることを認めlr.｡Tl'TJTI
に伐って役割 Lた蚊 CI′/ど:Y の劫火に耽 .･Richards
(1叫1) は申相即経系の核染色粒の凝城を-nW))した｡
三れらの研究にプ縄 付けられて,Hよrtzと1皮 Scudd占r












畢 節 14班 ′
除 虫 菊 で 処 理 した イ モ バ イ :8 ,や 病 邸 勺変 化 は 種 々 の
核 p)染 色 質 の 凝 鶴 で 示 ミ れ た ｡ 即 ち , 脳 の 和 琴 描 位索
は 正 常 の もの に 比 較 し 糊 剤 こ現 職 さ れ た ｡ 校 唄 の 網 一
膜 杵 状 体 , 胸 部 の 裡 合 印 荘 球 は 染 色 質 ? 頻 1jSを 起 し ' il
核 に 重 昭 を 認 め る こ Lとが liI来 た ｡二脳 の 末 端 Lq卜.C早.uTdal
pチft の 前 脚 陛淡 の 非 難 Proboscis に は 典 常 を ぎ た し ･
核 の 頻 か ;早 ら れ , 砺 肉 は -T投 に 染 色 性 を 由 失 tIJC｡ -･
叉 碩 部 の 脂 肪 細 晦 ま分 雄 し易 (-,◆1 恵 的 な iB 瑞 が 見 ら ･
∫I
れ た ｡ そ の 他 , 休 の 象 く の 部 分 に も除 虫 菊 の 影 響 が 見
られ . マ ル ビ~ギ -托 軌 的 亀 背 の 紡 毛 に も 異 常 が 鶴 窮_
さ れ た ｡ :):tこ妨 力 剤 Isobutylu蕪 cylでneam ideや イ
土 ^･イ l土対 す る 鮮 麗 は 除 虫 菊 の それ と対 比 し_{ い る ｡
F,7?山側 が 染 色粒 の凝 fjS作 川 を 持 づ l土友 し,協 力 剤 は染 一二
色 'l1分 亨は Chromatolysis を 起 す ｡称 に 肪 蹄 m胞 の接
に 相 計 C.あ L), 筋 肉 の_淡 色性 は 除 虫 IA'lJ'の 抹 に刑 失せ ず ,
融 i'L '1銘 肝 掛 こも協 力 剤 総 和 の典 常 が 見 られ 二気 管 の
i-1迫 に 克W.lqyを 糾 え る ,=lとが 暗 示 され た ｡｣賢 に ,両 剤 の
配 付 物 の L脚 は 除 山 -irJ'の凝 好 と協 力 剤 の 分 散 との総 計 _:_
的 叫 舶 を認 め 奉 こ と哩 来 た 8-.そ の 後 LH artzcll
(l弧 '･l!J16) は 除 虫 -2J･かこ Pipcronyl′イヒ合 物 を 添 加 し -
た イ ェ バ イの細 事哉研 究 を した ,,そあ 場 合 , 脳 の比 較 的
火 きな榊 ,斑 細 胞 は劉 臼化 Yacuolation I-Lパ 員紋 坊 の
怖 及 び'lくmusc氏 h'･YJこは こい 光 唯 が 溺 ･F,L亨され た .-これ ,
らの Wr.兜 は そ の 後 RichardsJ& Cutkomp (lDr');
IIoskins氏 Cr･,ig (1910･) に 慮 っ{.ぬ 討 きれ た .I_
これ らの f･11章如 勺変 化 の結 瀬 をll亡ちた -ILq薬 剤 わ諺 響 と一
肌 i汁 る は 川 棚 な こ き と考 え られ るが ; この 発 剛 勺研 二
光 ､の ≡T･.･(]tは ili刑 乍加 商 に 光 分 取 も入 れ る卿 が あ ろ
う一
/･4)I.箔 化 中忠 相 富 の 組 合 せ J
∴ こ の組 介 せ は余 り施 行 され て い な い .1 古 く; Kerr
& Smi th (192L-)) は 比 弗 化 習 達 に 批 硬石 衣 又 は Paris
grcen を 況 合 t,た 合 剤 を作 成 し, 夫 々の 成 分 を EEFrJL､
た 時 よ-I)追 東 壁 害 を 惹 き起 した ｡ 然 .し,酸 性拙 受給
を 添 加 した 時 は翼 面 ま認 め られ な か つ 転 校 近 は 批 酸
石 灰 ･酸 性 拙 宅 執 批 取 乱 ParlTl green,正 枇 戦 争
が 相 互 に 混 用 され て い る ｡ E ､Ying & mー oreland(1'J42)
心泊を加･.IIL3-る ヤ ガ ゐ 1 校 H .ar'm '･gera ･の 駆 除 に 批
醗石衣t/Paris-gfe.en (容 積 比 こ92･5 ±7t5)譲 位 H L 一
元効な結異を 得 た ｡ G raysoq ･(1944) は 焼 串 を 加 請け
るノミ-IA㌣ の 1 校 Epz'lrl'x.Flirtz'ienTzls､ttT藤 蜘 こ
Parisgreen+ 枕 憤 石 衣 ､(1-:5) の 混 合 物 を 100 平 方
YardsL当り ,ー1/2 Pourld 快 打JL , 布 劾 な 結 召上を 得 た ｡
Apple&,R ichafds乙n (1944) は :C oppe_r-hydroarT
seLnateと花 枕 駿 と の 混 合 物 を モ y S,-ロチ ョ ウ P ･rapoc,
H･L7-rl,"'ger_a 執 こ使 FTlL , 馴 Jの 時 よ り 有 効 な 牡 Xiを
鞘た｡こ の 混 合 物 は 忌 避 効 果 を 持 ち , 他 の 枇 素 剤 よ り -
･褒粥が少 な か つ -た ｡･Scott (1915) も Paris green と
■＼53プ ′
批醸石衣との合郡を川い;Bondy氏Rainw a t e r ( l M -I)







































rlO批 酸 石架+90面相樺等を夫々 aCre当り･20pounds'
せ 宇 政 敵粉損で撒布した枯凪何れも4DDT+60統
苅 針 3職 場石より効果がなかったoTho'mas(lt71･)
は ハ モ y ウ -^ンの1和AISignalusの防除!=,批俄f･;'-J
の 甲 独 粉 剤 及 び種々顧1合にポ甜伴を況じた批合粉を
恥 ､た が ,-充 分 な結凪ま和られなかつ1=｡その中で,.･
批 酸 gnh+ 疏 訴 輩 (1:_(,)は坊校的良好であった｡Gaincs
(1911.1943) は ヤガの1臥iT.'.'migc,a.A･g√一
/ ■`




































I還 ヲ'C{,tyE禁QcoAmif･慧 Y,I.bfcli;'ZtLnbe票 ,.li'票
ntach10rophenolを況合しJi｡その納n!,淵準剛 頓
が位も1J一効であった｡
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